
（認特）　瀬戸内オリーブ基金

地球規模でのゼロエミッションを実現する
ための、豊島産業廃棄物不法投棄事件の歴
史的資料の活用。

 香川県活動地域

テレビ局・新聞社への
働きかけ 10 社

見学者の受け入れ 429 人

今年度計画の達成度 50 ％

目標達成度 50 ％

知識の提供・普及啓発

つづける助成

2年目

活動内容と成果
● ユニクロスタディツアー（豊島事件を含めた環境保
全についての学び）の際にメディア招致を実施した
結果、4社報道に加え朝日新聞社説に掲載
●資料の整理、展示レイアウトの変更の実施
● 公害資料館ネットワークに加入し、パンフレットや
ウェブサイトで紹介
● 資料の更新並びに、資料館の改修工事として床の撤
去工事を施工
●見学者資料としてリーフレットを作成
● 旅行会社への修学旅行の資料館見学の働きかけを行
い今後受け入れを予定
● 過去の動画の編集作業を行い、今後YouTubeへアッ
プを予定課　題

日本最大規模の不法投棄事件であり、日本が循環型
社会に転換するきっかけとなった豊島事件の意義と
教訓を風化させないために、次の世代に引き継ぐ。

目　標
豊島事件の継承を行い、法律だけでなく市民・企業
のごみや不法投棄の意識を変え、不法投棄が二度と
起こらない市民・企業意識を醸成させる。

〒761-4661
香川県小豆郡土庄町豊島家浦
3837-4
電話：0879-68-2911
E-mail：info@olive-foundation.org
HP：http://www.olive-foundation.org/top/

整理された不法投棄廃棄物のサンプル整理された不法投棄廃棄物のサンプル

スタディツアーの様子スタディツアーの様子

豊島事件を教訓に不法投棄をなくし持続可能な社会への転換（ゼロエミッション
の実現）を目指し、今後も当基金のミッションとして直轄事業の一つとして豊島事
件の教訓の継承に取り組む。

今後の
展望

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
資料の整理・展示にあたっては、関
係者に協力を呼びかけて、プロジェ
クトチームを結成し取り組んだ。

■工夫した点
新型コロナウイルス禍においても大
学や企業との連携に取り組んだこと
により、予想以上の効果が得られた。

（特非）　地球のしごと大學

持続可能な林業及び農業人の育成事業を行
う「地球のしごと大學」の運営と卒業後の
実践へ向けた支援

 埼玉県、奈良県、千葉県、岩手県活動地域

林業実践者の育成 90 ％
生態系多様性を守る
農法の理解 100 ％

今年度計画の達成度 90 ％

目標達成度 80 ％

知識の提供・普及啓発

つづける助成

2年目

活動内容と成果
【林業】
① 自伐型林業学部の開催（埼玉県、奈良県）参加者47
人。林業実践者を9人育成できた
②伝統構法建築学部開催（埼玉県）参加者16人
③林業フォーラムの開催（2022年3月開催）申込者190人
【農業】
① 循環型農業学部の開催（千葉県、岩手県）参加者30
人。実践者を17人育成
②耕さない田んぼ学部の開催（千葉県）参加者14人
③農業フォーラムの開催（2022年1月開催）申込者333人

課　題
【林業】①林業が事業として成立していない、②林業就
業者が減少している
【農業】③農業により自然環境が破壊されている、④農
業就業者が不足している

目　標
荒廃する日本の森林に対する健全な森林管理及び自然破
壊に沿った豊かな土壌の創生・保全を目的として、持続
可能な環境共生する林業及び農業人の育成事業を行う。

〒101-0054
東京都千代田区神田錦町
3-21-1042
E-mail：chikyunoshigoto@gmail.com
HP：https://chikyunoshigoto.com/

自伐型林業学部　伐採研修自伐型林業学部　伐採研修

循環型農業学部　畑での実習循環型農業学部　畑での実習

オンライン講義を取り入れ、より参加しやすい方法を取り入れながら、幅広く多く
の方々に受講していただき、持続可能な環境共生する人材育成を行っていきたい。

今後の
展望

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
新型コロナウイルス禍の影響で、講義
日程の変更を行わなければならないこ
とが何度かあり、講師及び受講生との
日程や講義方式の調整に苦労した。

■工夫した点
フォーラムをオンライン開催にし、
アーカイブ視聴もできるようにしたこ
とにより、昨年度より多くの方に参加
いただけた。

総
合
環
境
教
育

106


